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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所
　第4回 役員予定者会議 議事録
　　　　◆ 日  時 ：２０１０年１１月１０日（水）

１８：３０～
◆ 場　所 ：弘栄設備工業㈱研修所２Ｆ
1． 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥山和征　専務理事予定者

2． ＪＣＩクリード唱和                               遠藤智大　委員長予定者

3． ＪＣＩ Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太　事務局長予定者

4． ＪＣ宣言朗読ならびに綱領唱和                     矢口正則　部会長予定者
5． 出席者の確認（敬称略）                         　横山隆太　事務局長予定者

理事長予定者　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長予定者　　　　　　荒　井　　寛　　

副理事長予定者　　　　　　　野　口　雅　弘（欠席）
副理事長予定者　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長予定者　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長予定者　　　　　　　井　上　周　士

副理事長予定者　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事予定者　　　　　　　奥　山　和　征
監事予定者                  齋　藤　秀　和

監事予定者                  鈴　木　慎　也（遅参）
監事予定者　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長予定者            菊　池　　学　（遅参）
特別委員長予定者            後　藤　吉　伸 (欠席)
室長予定者                  東海林　　仁　（遅参）
室長予定者                  金　子　　明

室長予定者                  安　藤　太一郎

室長予定者                  三　沢　慶　洋

本部長予定者　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長予定者              　中　村　祥　之

委員長予定者　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長予定者　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長予定者　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　中　村　正　利

委員長予定者　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長予定者　　　　　　　　豊　島　　宏

委員長予定者　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　伸　治

部会長予定者　　　　　　　　佐　藤　　淳

部会長予定者　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　會　田　智　弘（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　洋　也（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　高　野　秀　哉（遅参）

部会長予定者　　　　　　　　矢　口　正　則

　　　　 財政局長予定者　　　　　　　田　牧　大　祐

事務局長予定者　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー予定者      岩　田　雄　治

会務セクレタリー予定者      狩　野　慎一郎

５．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山 隆太 事務局長予定者

理事会構成員３１名に対し、２２名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

６．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
署名人には松田副理事長、金子室長、作成人には会務セクレタリー。

７．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
第３回役員予定者会議の議事録について、本会議終了後に自動的に承認となる。

８．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
本日も第４回役員予定者に時間通りお集まり頂きありがとうございます。若干遅れたことに対してお詫びを申し上げます。皆様ご存知の通り、前回の役員予定者からいろいろな事業が行われましたが、本日はやはり世界会議についてのお話をさせて頂きたいと思います。何年かぶりで日本での開催、それも大阪の地でということで、大阪青年会議所が主管となり本大会が開催されました。２日から７日まで正式なプログラムがあり、ある方は８日の夜までファンクションがあり、昨日お戻りになったというお話を伺っております。本年度ＪＣＩ関係委員会に運営幹事で出向しております鈴木本部長、そして齋藤洋也委員、また副会頭特別補佐として、本理事会にご出席の方のみの紹介とさせて頂きますが、特別補佐として齋藤監事、そして補佐として福島隆之部会長、今日はまだ遅参をされているということですが、国際会議支援委員会に出向しております三浦副理事長、本当に数多くの皆様が大阪の地で、多分２日から８日までいらっしゃったのではないかなと思います。９日という方もいらっしゃったかと思いますが、本当に長いスケジュールの中、いろいろなファンクションでお見受けしましたが、ご活躍をされておりました。私は労いの言葉しかかけることが出来ませんが、本当に御苦労があったと思います。私はＪＣＩ関係委員会の委員として出向しておりましたが、本当にタイトなスケジュールの中行われているということを未だに覚えております。その中で、実は世界会議というのは本年度から次年度に引き継ぐ会議でもありまして、ジャパンナイトの終了後に本部がすべて入れ替わって２０１１年の体制がそこでスタートいたします。来年度、野口副理事長、そして齋藤監事がもうすでに６日の朝から、連絡調整会議の設営の野口副理事長におかれましてはセレモニーを担当されておりました。本当に活躍をし、また聞くところによるとお手伝いもされたという話を伺っております。本当に大変な日々を過ごされたかと思いますが、やはりいろいろなところに行っても、山形青年会議所の顔があるなと思って帰ってきました。この世界会議の重要なものについて何点かご報告させて頂きたいと思いますが、まず一つ目が２０１１年度のＷＰが決定をされました。日本の福山ＪＣから出向しております原田憲太郎君でございます。原田憲太郎君は、確か長谷川本年度特別顧問がＪＣＩの副会頭をなされた時の次の年に副会頭をしていたということで、非常にいろいろな引き継ぎをされていたなと思いますが、それがＷＰということで、本当にいろいろな場面で悠長な英語を披露されて、本当に素晴らしい会頭になるのではと思います。また副会頭として、ひたちなかＪＣより清水利春君が満票で当選をされました。当選の際には若干声を震わせながら涙を浮かべて、本当にありがとうございましたという話をされたことが印象に残っております。そして総会にて、日本ＪＣとして２０１４年ＡＳＰＡＣ開催ということを正式に表明をＪＣＩの方にしております。これは素晴らしいことでありまして、我々も気を引き締めて、これからも頑張っていかなくてはと感じた瞬間でもありました。そして、香港シティレディＪＣ、皆様にはその都度話をさせて頂きますが、来年度出来れば姉妹締結を結んでいきたいなと思っているＪＣではございますが、その方々と合同昼食会をすることが出来ました。本当に皆様から絶大な支援を頂きまして、協力を頂きながら素晴らしい設営のもと、本当に意味のある昼食会が出来たことをここで報告させて頂きます。ソニー・ユー氏、そして日本ＪＣの事務局長の水野さんにもご同席頂き、和やかな雰囲気の中でしっかり今後もお付き合いをしていきましょうというようなメッセージもお互いに聞こえたのではと思います。その後いろいろなファンクションの中で、今年度シティＪＣのリッカ・チャンというのですが、リッカ・チャンとお会いすることが出来まして、私の悠長な英語を披露しながらご挨拶をさせて頂いたところでありますが、もう一度食事をしましょうかとお誘いを受けまして、ロムナイトの後、実は数名でディナーをすることが出来ました。ただその前のアワードセレモニーで実はそのリッカ・チャンが、ＬＯＭのメンバーが２０～５０名の理事長の中で最優秀理事長賞を受賞されたというのもあり、時間的にはあまりディナーの時間はなかったのですが、早々にお帰りになられたということでしたが、そのお祝いの席があるということで、非常に和やかな雰囲気の中で、悠長な横山事務局長の英語を披露されていたというご報告をさせて頂きたいと思います。それと日本ＪＣシニアクラブ５０周年晩餐会に出席をしてきました。本来、現役は出席できないのですが、じゃがいもクラブの役員ということで、私と細川直前に出席を頂きました。そして、沼沢先輩以下８名の山形ＪＣのシニアからもご参加頂きまして、総勢１０名の参加でそちらの会に臨んで参りました。素晴らしい会だったことは言うまでもありませんが、各主要な方々に、順に揃ってご挨拶出来たことが非常に良かったと思います。そして日本ＪＣじゃがいもクラブの役員会。そして共済のゴルフトーナメントも開催をされました。ここには何と麻生太郎さんも参加をされておりまして、私の隣で普通に食事をしている姿が何か妙な感じが致しました。ゴルフの腕前は、あまりよくないのかなと個人的には思いながらが、打ち込まないようにしていたところであります。そしてＡＰＤＣ会議も行われまして、小嶋議長が活躍をされておりました。終始固まった状態で会に臨んでいらっしゃいましたが、やはり小嶋さんの存在があり、その中で野口副理事長の来年度委員会の任務であります会議の設営等も行われておりました。すみません、佐藤総括、失礼いたしました。本当にご苦労されておりましたので、付け加えさせて頂きます。そしてなんと、チンチン電車でロムナイト、井上副理事長がさんざんはしゃぎまくって暴れていたことを少し覚えていますが、非常に異様な雰囲気の中で、異様に盛り上がっていたことをご報告申し上げたいと思います。また最後のＧＡＬＡというものがあるのですが、京セラドーム、これはジャパンナイトをしたところですが、そこで三千人のテーブルと椅子が敷き詰められまして、球場の中で執り行われました。本当に圧巻でした。あれだけ参加しているギャラも珍しいぐらいで、やはり日本での開催、そして期待されて来られたのかなというふうに思っておりますが、マジックのセロも出て、あと寸劇、我々がしたら本当に面白くない寸劇が、大阪青年会議所がすると何であんなに楽しいのかと思えるくらい楽しい雰囲気の中で終わることが出来ました。その他いろいろお話ししたいことがございますが、本当にいろいろな場面でいろいろな方が、それぞれの担いを全うして頂いたということをご報告させて頂きます。最後に我々は、ＡＳＰＡＣという得体の知れないものと戦っていかなければならない状況にあります。その中で忘れてはいけないのは、挨拶であったり御礼であったり、そういったところは我々も気づけるところだと思います。それを一つひとつみんなで気づきながら、みんなで共同して行っていくことが本当に今回、世界会議で痛感することが出来ました。是非私もリーダーとして、精一杯努めて参りますので、皆様からも協力頂きながら進めていきたいと思っております。何とぞ、宜しくお願いいたします。
９．直前理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井 寛 直前理事長予定者
本日も雨が降っている中、非常に天候が悪い中ではございますが、お集まり頂きまして最後まで宜しくお願い致します。昨年の今頃はインフルエンザが流行っておりまして、学級閉鎖や、学校閉鎖、非常に全国的に流行っていたなと記憶しています。私の会社、皆さんの会社もそうかもしれませんが、その時に手に消毒をするウェルパスや液体を玄関先に置いていましたが、おそらくそのまま置いておいて今、誰も使っている人はいないのではと思います。その他にも、うがいの仕方や手洗いの仕方、ＨＰからダウンロードして洗面所の壁に貼っていますが、それも誰も気に留めることもなく、もうこの1年間が過ぎたのではと思います。もしかするとこれからインフルエンザとかも猛威を振るうかも知れませんので、事前の予知、予防ということが大切ですので、是非その辺のところに気をつけて頂いて、そしてＪＣ活動が行えるようにして頂ければなと思っております。今日のアジェンダを見せて頂きますと、非常に多い討議案件、そして協議案件、それぞれあるようであります。ＡＳＰＡＣ関連の例年にない議案等ございますが、また同じく例年通り毎年挙がってくるような議案もあります。是非お願いでございますが、例年と同じような議案であれば、例年の議案をコピーして張り付けるということはせずに、是非、一からしっかりと新しいフォーマットに自分で書き込んで頂きたいなと思います。それをするかしないか、これによって自分の議案に出来るか、自分の事業にできるか、自分の想いを込められるか否かということになると思いますので、是非そのようなところをしっかりと意識して頂きながら、今後議案作成等あると思いますが、お願いしたいと思います。話は変わりまして、今程理事長の方からありましたが、世界会議の話ですが、私も１週間程大阪に行っておりました。今次年度も先程ありましたが、出向者の皆様大変活躍されていたということで大変お疲れ様でございました。その話を聞いて一つ思い出したのですが、シニアクラブの５０周年晩餐会で、会場の外に過去のＪＣの活動している写真が掲示されておりました。時間があったので見ていたのですが、何と山形ＪＣの大先輩、後藤又兵衛先輩の写真が載っておりました。非常に昔の古い写真ではございましたが、確か委員長もされていた時もあったのでと思いますが、４０年以上前の話かも知れませんが、そういった時から山形ＪＣはしっかりと日本ＪＣにコミットしていると思いながら、非常に誇りに思って帰ってきました。そういった先輩たちが脈々と続けてきたことがある。皆さんも是非頭の中に入れて頂きたいと思います。そして大阪へ行ってきて感じたことですが、大阪は皆さんもご存知の通り大きな街で人も沢山いるということもあり、もしかするとＪＣの世界大会とはいえ、大阪にとってはそんなに素晴らしい行事ではないのかなと感じました。しかしもちろんこれは意義があることでありまして、今後大阪の街に何らかの効果をもたらすことは間違いないと思っております。そのような中で感じてきたのは、ＬＯＭで手配したホテルが、実は本部団がある、ヘッドクウォーターからタクシーで３，４分の１メーターのところだったのです。私も１週間もいましたのでおそらく私もタクシーを３０回近く乗ったのではないかなと思うのですが、タクシーに乗って感じたことは、全く不快感を覚えないと言いますか。ストレスを感じないということでありました。これは何かといいますと、私も東京とかいろいろＪＣで全国行く時ありますが、何回か乗っている内の１回くらいは、タクシーに乗っていて非常に不愉快な思いをするというか、嫌な感じを覚える時がある。特に順番待ちをしているタクシーなんかはそうなのですが、非常に短い距離であったり、タクシーとその前を走っている車との急ブレーキをかけたりとかでタクシーの運転手がブツブツ言いながら運転をしていたり。そういうことが結構、感じる時があると思っています。一つエピソードとしては沖縄に行った時に、当時私は出向して行ったのですが、沖縄から出ている委員長のところで会議があり、その方も同席して、その時のタクシーの運転手も同じように態度が悪くて、その委員長がタクシーの運転手に説教をしていたということがありました。こんなことでは、観光で来るお客様が沖縄に来なくなる、ということで説教をしていたというのを目の当たりにした経験があります。何を言いたいかと言いますと、大阪というのは、もしかすると、対外の方が来た時のおもてなしの心であるとか、ホスピタリー精神、そういったものが息づいているのではないかなと思いました。先程も言いましたが、ＪＣの世界大会が、大阪の人たちにとって特別なものでないのだとすれば、特別な対応をしてないのであれば、なおさら日常的に、相手をおもてなすというような精神が息づいているのではないのかなとこのように感じて帰ってきました。是非山形の街もそんな街にしたい。タクシーは一つの例に挙げましたが、タクシーではなくてもいろいろな場面で、対外的な方が来られたらおもてなしをするという気持ちを持つべきだと思います。これをＪＣに置き換えても同じであります。いろいろな事業が来年行われると思いますが、あらゆる関係各位協力者としっかりとした連携を図るうえでも、そしてもちろん市民の方々に事業に参画して頂く、こういった中においても、しっかりときて頂いてありがとうございますと、そんな気持ちを持ちながら、是非活動をして頂きたいなと思います。そのためにもまずはこの予定者の段階でしっかりとそういったことを考えながら、是非準備をして頂きたいなと思っております。そのようなお願いをさせて頂きまして、挨拶に変えさせていただきます。
１０．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木 力 委員長予定者

確認事項その他を含め３件、討議事項その他を含め６件、審議事項その他を含め１件

協議事項その他を含め１９件、報告依頼事項その他を含め３件

１１．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者

全会一致で議事採択
１２．【確認事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
（以下、『予定者』表記を割愛）

確－０１　１１年間フレーム（案）について
奥山専務理事【説明】

前回の役員予定者会議の方からスケジュール、カレンダーの方も変更はない。また後ほど確認を頂戴したい。
確－０２　組織図について

奥山専務理事【説明】

新たに日本青年会議所のグローバルネットワーク創造会議に、広報渉外委員会から富樫宜信君が委員として出向ということで追記になっている。
確－０３　その他

削除

１４．【討議事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
討－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１７について

奥山専務理事【説明】

前回の役員予定者会議から変更はない。
討－０２　グループ・プロジェクトチーム基本方針（案）Ｖｅｒ．３

奥山専務理事【説明】

本来であれば本会で審議という形をとらせて頂く予定であったが、予算ヒアリングが２２、２４日と２日間開催される。こちらの予算の方をしっかりと記載した上で、審議といった形の方が適切であるという意見等も頂戴しているので、こちらは２９日の第５回役員予定者会議において審議をとらせて頂く。本日は討議として一度理事の皆様方からお目通しを頂き、次回の審議の際には速やかな審議を頂戴するような運びとさせて頂きたい。
観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造グループ

鈴木本部長【説明】
基本方針やテーマについては変更ない。一つ気になる点としては、重点事項の中の姉妹ＪＣ（四維ＪＣに関する事項）について、総会も通っているが倉敷と四維と違いが分かるようにということで、国際姉妹ＪＣとした方が良いのではないか。その他にも議案名と事業内容はこのように表記してあるが、適切かどうか意見を頂戴したい。また、審議の伴う議案に関して、討議ということで事務局より意見を頂戴したが、討議と協議の意味合いで私達は協議で持っていきたい。皆様と相談して事業を進めていきたいという思いで協議としている。
三浦副理事長【補足】

前回、部会長が主務員になっているところで本部長の方が良いのでないかという意見を頂いたが、本部長が主務員になるということは本来組織上あり得ないのではないかと思う。
奥山専務理事【補足】
前回の常任の際にも、特別委員長から討議ではなく協議をして審議を通すといった形の報告を頂いているが、今後予算ヒアリングの際に本部長の方からの意見について、事務局の方で対応をしていく。
船橋吾一理事長【コメント】
本当に前向きな意見で良いと思う。討議と協議について考えると、どうしても討議と感じられる部分があると思う。本当に浸透させていくために、あえてそうしたいという意見は本当に良いことだと思う。まずは感謝を述べたいと思う。今後とも宜しくお願いする。

魅力あるまち「やまがた」創造グループ

東海林室長【説明】

誤字、脱字等を修正している。また、言い切っていない部分も言い切りに変更した。主務員が未定だった所も記載している。
松田副理事長【補足】

奥山専務理事【補足】

花火の主務員の齋藤洋也君の「齋」ですが、再度ご確認を頂ければと思う。
会員パワーアップグループ

金子室長【説明】
前回ご意見を頂戴し、誤字、脱字、あとは言い回し、文面の削除等文面的に精査させて頂いている。会員交流委員会の報告が２か所抜けている。後ほど、間違いなく記載をさせて頂く。
井上副理事長【補足】

室長の力強い文面を当グループの意志として記載させて頂いている。
船橋吾一理事長【コメント】

「じゃがいもゴルフクラブ」ではなく、正式名称は「山形ＪＣじゃがいもクラブ」と記載して頂きたい。会員交流委員会のテーマ「～ことを目標とする」という目標ではなく、スローガンのようなもので修正をお願いしたい。
山形ブロック協議会支援グループ

安藤室長【説明】

鈴木本部長【意見】
経験や関係というと、自身の経験と、関係とは人脈などと読み取れるが、ここは自分だけがわかるものではないようにするべきだと思うので、次回は反映させて頂きたい。また、「歴史に裏打ちされた伝統」とは、言葉は綺麗だが分かりにくい。今の説明を聞けばなるほどと思うが、綺麗な言葉だけ並べば良いということではないので、こちらも検討して頂きたい。「協力関係・ネットワーク」について、しっかりとした説明がなされているがこの文面では分かりにくい。ハードなのかソフトなのか。心のつながり、組織のつながり、そのような言葉でも良いのではないか。分かりやすいようにして頂きたい。
三浦副理事長【意見】
上から三行目「私たちグループがその懸け橋となる一翼を担います」という言葉があるが、言葉は綺麗だがもっとシンプルにした方が良いと思う。懸け橋となる、もしくは一翼を担うのどちらかで良いと思う。
ＬＯＭ運営グループ

三沢室長【説明】
鈴木本部長【意見】
三行目の「我々現役メンバー」という表現について、ＪＣレポートに発信するのにこの表現で良いのか。また、私たちの素晴らしい活動とあるが、誇れるとかの表現の方が良いのではないか。
船橋理事長【コメント】

テーマについて先程も申上げたが「図る」の漢字が違う。スローガンの想いを乗せたものを是非作って頂きたい。
公益社団法人格推進プロジェクトチーム

田牧サブリーダー【説明】
公益社団法人の移行への意義をメンバーへ発信する形で事業として記載させて頂く。また、公益移行の期間について、３年を切りましたという形に修正している。
討－０３　例会の設営運営及び臨時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】
鈴木本部長【質問】

２０１１年度は、国旗やゴングなど備品の管理は総務で行うのか、担当委員会で行うのか。
鈴木委員長【回答】

備品に関しては総務委員会で管理する。例会前に担当委員会と打ち合わせをし、例会会場へお持ちする。返却も総務委員会で責任をもって行う。
鈴木本部長【意見】

例会の開催場所が変更になった場合など、例会の開始前は皆仕事をしているので電話がつながらないこともあると思う。その際に最新の情報がＷＥＢ上で確認できるなどのシステム構築をして頂ければ便利になると思う。連絡を取り合うことが前提だが、予定の変更は多々あることなので、そのようなシステムがあれば良いのではないか。

討－０４　諸会議における議案の取り纏め・発信・管理（案）に関する件　　　　　　　　総務委員会

鈴木力委員長【上程】

伊藤健二委員長【意見】

新入会員時に1月に定時総会の委任状が１２月に来て戸惑ったことがあった。委任状の提出も１００％にするのであれば会員皆様にその周知徹底をして頂きたい。

討－０５　庶務活動の実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会

鈴木力委員長【上程】

鈴木辰太郎本部長【質問】

ＪＣレポートの原稿依頼が安藤１０年度総務委員長になっているのだが打ち合わせ済みなのか。

鈴木力委員長【回答】

武田１０年度総務副委員長と打ち合わせをしてＪＣレポートに関しては１０年度がすべてをすることを決めた。

鈴木辰太郎本部長【意見】

双方が打ち合わせ済みならば問題はないが、例年は本年度が案内を発信し、次年度が取りまとめることになっていた。
討－０６　その他
削除
１５．【審議事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋理事長
審議―０１　その他

削除
１６．【協議事項】

協議―０１　日本ＪＣ、地区協議会、ブロック協議会、各地会員会議所各種大会でのＰＲ活動に関する件
夢を現実にする特別委員会

齋藤部会長【上程】
中村委員長【質問】

今回の議案はバナー等を作るという議案と、活動の二本立てと捉えていいのか。デザインを公募するとなれば予算の変更が必要なのではないか。

鈴木本部長【回答】

予算ヒアリングがまだ済んでいないため、本会計より出すのかも決まっていない。この時点においては、山形ＪＣをＰＲしていくということを認識して頂きたい。ＰＲするにあたってどういったところへＰＲしていくのかを理解して頂き、その手法について皆さんの経験を活かしアドバイス頂きたい。予算に関しては、ヒアリング前なので参照といった考えで今回はお願いしたい。

齊藤副理事長【意見】

ＰＲプログラムに関して、山形ブロック協議会として日本ＪＣから様々な情報がきている。次年度山形ブロック協議会安藤事務局長から委員会へ提案させて頂くので反映をお願いする。
船橋理事長【コメント】

ＰＲグッズまで出して頂き感謝する。世界会議等でいろいろな物をもらったと思う。ぜひそんな物を委員会のメンバーへ伝えて頂きたい。ＰＲのプログラムについて、これは行った方が良いなどすり合わせをし、皆でＰＲして頂きたい。

協議―０２　京都会議における日本JＣ歴代役員会議運営の支援　　　　　　夢を現実にする特別委員会
福島部会長【上程】

井上副理事長【意見／質問】

対象者がメンバーと記載されているが、通らなければならない道、また、学んでいくことは必要不可欠だと思う。渉外委員長も経験した上で、京都会議の参加者が例年４０名、内出向者が３分の１である。その中で委員長を軸にこの意志を浸透させ、一本釣りのような形でＡＳＰＡＣへ向けていかないと、ＬＯＭナイトだけの参加などといったこれまでと変わらない場合も出てきてしまう。早めの声掛け対応をお願いしたい。

菊池特別委員長【回答】

素晴らしい意見ありがとうございます。人がいなければどうしようもない。各委員会の皆様が全員参加するくらいの気持ちでしっかりとご指導頂きたい。

鈴木本部長【回答】

この会はＬＯＭナイトを開催中の時間帯に行われるため、長野ＪＣの情報ではＬＯＭナイトさえ中止し、この会へ注力した年もあったと聞いている。ＬＯＭナイトも大切な会だと思うのでどちらも開催できるように考えている。

奥山専務理事【補足】

報告案件で、広報渉外委員会がＬＯＭナイトの議案を作っている。一度渉外委員会と部会長と調整頂きたい。

鈴木本部長【回答】

京都会議に挑む姿勢を変えなければならない。これまでとは変わらなければならない。我々は、出来る限りのことをしなければならない。長野ＪＣの例をあげれば、正副理事長はすべて日本JＣ歴代役員会議運営に入っている。ただし、正副理事長のいないＬＯＭナイトはありえないと思うので調整をお願いする。

船橋理事長【コメント】

委員会から参加者を募っていこうと話がありました。中には行けない方もいらっしゃると思う。ただ、その中でちょっとでも行ってみようと声掛けを一人一人にして頂きたい。それがＬＯＭの結束力につながるので、何かを掴みに行くのだという姿勢で臨んで頂きたい。

協議―０３　各種アテンド活動の実施に関する件　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
福島部会長【上程】

中村本部長【意見】

議案名が各種アテンド業務となっているがそれでいいのか。また、議案の中で不確定のスケジュール等もあり今後どういう形で議案がでてくるのか。

鈴木本部長【回答】

議案名が渉外活動の企画実施、事業内容がＪＣＩ役員シニアのアテンド業務ということです。協議をし、審議が必要なのかどうなのか、日付も確定しない中での審議は難しい。予算自体も渉外費は必ずかかるが本会計から拠出するのであれば予算ヒアリングの際に対応する。

佐藤出向理事【意見】

今回のジャパンナイトでの福島部会長の積極的な姿勢に感激した。次年度１月から台湾、香港、韓国、マカオに会頭と賀詞で伺うことになっております。その際に色々な情報を仕入れてきまして委員会へ報告したいと思う。

船橋理事長【コメント】

前向きな言葉感謝します。皆さんも飛び込んで接して頂きたい。

協議―０４　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会開催要項に関する調査・研究・検証に関する件

夢を現実にする特別委員会
齋藤部会長【上程】

安藤室長【質問】

ＢＩＤＢＯＯＫについて改めて簡単な説明を頂きたい。

鈴木本部長【回答】

ＢＩＤとは競いあう時につかう言葉である。立候補する際に使用する本とでもとらえて頂ければと思う。添付資料にある通り、山形の現状をお知らせする内容を文章にして７月のサマーコンファレンスの中の理事会で上程した物である。

高橋幹事【意見】

事業の対外対象者として、山形県・市行政・企業・市民と並んでいますが、それぞれに対するアプローチの仕方を議案に盛り込んで頂きたい。

荒井直前理事長【回答】

ＢＩＤＢＯＯＫとは、今回のＢＩＤＢＯＯＫは、国内誘致権を獲得するためのＢＩＤＢＯＯＫで、「山形とはこういう町ですよ」と、山形ＪＣが考えて日本ＪＣに上程した物だった。今後は、国際ＢＩＤを取得するうえで、アジアのＪＣに対して、「日本がどういう国で」という説明を加えたＢＩＤＢＯＯＫが必要になる。そこには日本ＪＣの取り組みも加えていかなければならないので日本ＪＣの担当者と連携を図り、対応して頂きたい。

協議―０５　新入会員の募集（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】

田牧大祐財政局長【意見】

基本方針にシニア会員との関係を強化することが明記されていたが、事業内容ではその部分が弱いと思う。

三浦孝一郎副理事長【意見】

山形ＪＣは女性会員が少ない。業種別などいろいろな角度から新入会員の取り込みをして頂きたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】

議案の「前回までの流れ（意見と対応）」の表記の仕方が違っていて読みにくい。また、セミナーは何回受講しなければならないのか？

酒井貞和委員長【回答】

認証スケジュールを見て頂くと分かる。

鈴木辰太郎本部長【意見】

昨年も提案したのだが、卒業年度は必ず一人入れるというシステムを構築して頂きたい。

中村祥之本部長【意見】

「会員拡大一枚ものチラシイメージ」の中の見積書でパンフレットの単価が１．５倍くらいに上がっている。

船橋吾一理事長【コメント】

シニア講師の案が今回来ても良かったのではないかと思う。
協議―０６　新春賀詞交歓会式典・懇親会開催（案）に関する件　　　　　　　　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】

三沢慶洋室長【意見】

３階と４階で会場が別になるということなので、導線の確認とマニュアルを作って頂きたい。

中村正利委員長【回答】

添付にある「式典会場図」に載せてあるが、正副、常任、監事は３階会場奥の非常階段を使って先回りをしてお見送りとお出迎えをする。

安藤太一郎室長【意見】

来賓名簿で役職が変わった方が載っている。また、日本ＪＣの表記が社団法人になっている。

鈴木慎也監事【意見】
招待状の個人情報について、個人情報保護の観点からシールを付けたらどうか？

高橋大監事【意見】

会員拡大委員会は当日倉敷ＪＣのアテンドをしなければならないので、お手伝いは頼めないのではないか。鏡開きとあるが誰がするのか。
中村正利委員長【回答】

２０１１年賀詞交歓会マニュアルに載っている。
三浦副理事長【意見】

事業目的の部分で「本年も変わらぬご支援を」とあるが、ＡＳＡＰＣのことを踏まえると「さらなるご支援を」とした方が良い。

船橋理事長【コメント】

１００％例会にするということで非常にうれしいが、１月なので非常にタイトな中での事業になるので今のうちからの呼びかけが必要になる。

協議―０７　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
齊藤秀昭副理事長【意見】

発送先の件だが、ブロック協議会については資料にだけは残して頂いて、実際に発送する必要はない。
三浦孝一郎副理事長【質問】

広報誌をカラーにする狙いを聞きたい。

豊島宏委員長【回答】

年初に決めるという意味、購読意欲を湧かせるという意味でカラーにしている。

三浦孝一郎副理事長【意見】

外見ではなく中身が重要である。６～７万円予算を上げている意味をしっかり考えて頂きたい。

福島隆之部会長【質問】

コミュニティー新聞に掲載を調整中とあるが、コミュ二ティー新聞に広告を出していないので今回は特例なのか。
豊島宏委員長【回答】

メンバーの與田君が広告を出しているので、今回は特例という形で載せて頂くように調整中である。

福島隆之部会長【意見】

対外的にアピールするチャンスだと思うので、他のページで花火大会などの内容も含めたうえで最後の編集長と理事長の対談を入れたほうが良いと思う。

伊藤健二委員長【意見】

広報誌をカラーにする案は賛成である。内容でＡＳＰＡＣの進行具合などを入れたらどうか。
酒井貞和委員長【意見】

「蔵王」の掲載内容で１１月分にも会員拡大ＰＲの内容を入れて頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

予算について、この議案提出時に今年度の決算が出ていないので、前の年の決算を採用して頂きたい。

広報紙発行について、前は１０月だったので１１月にすることが何故良いのかを引き継ぎして頂きたい。
船橋吾一理事長【コメント】

しっかり、自信を持って上程して頂きたい。また、フルカラーにするだけでなく、いろいろな所に送るのであれば内容に関しても充実して頂きたい。

協議―０８　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム・作成（案）に関する件　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】

中村祥之本部長【意見】

予算の部分で記載がおかしいところと計算が合わないところがある。

三浦副理事長【意見】

広報渉外委員会だけでなく、各委員会で事業ごとに写真を撮って頂きたい。また、そのお願いの案内書をしっかり作って頂きたい。
協議―０９　山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島委員長【上程】

遠藤委員長【意見】

私もブロックのホームページを作成しないといけないので参考にしたい。

鈴木監事【質問】

サーバーの移行予算書が無いが、今年度と比較するとどうなるのか。

豊島委員長【回答】

約５０００円の値下げになる。はっきりとした金額が出てから添付する予定である。ネットワークユニオンさんの方から解約料金も掛かると聞いている。金額に関しては今後お会いして確認する。

鈴木監事【意見】

サーバーを２つにした２００８年の議案を確認し金額的な所もご確認頂きたい。２００８年時はブログが浸透せず、委員会の事業を発信すると言うことであったが、不適切な表現などがあると言うことで、すべて専務の確認を頂いてからの発信になっていた。その結果タイムリーに発信できなかった。よってその当時は委員会ブログをうまく発信出来なかった。そういう経緯もあるのでしっかり委員会で話合って頂きたい。

鈴木本部長【意見】

前回理事長から「人にやってもらうのは、やめましょう。」というのをどのように聞いているのか。うまく行けばいいが、いかなかった場合どうフォローするのか。委員長がフォローできるのか。自分たちで取材に行くと言うのであれば協力できると思う。サーバーが２つになっているのは事実か。

豊島委員長【回答】

現在は、マックベース社のサーバーを使っている。公開ページに限ってネットワークユニオン社が管理している。

鈴木本部長【意見】

日本ＪＣに至っては、各委員会でのＨＰが義務になっている。写真のＵＰに限っては、懇親会の物は禁止等がある、更新頻度などお願いの仕方があると思う。ただ「お願いします」ではダメだと思う。夢を現実にする特別委員会ではすでにブログがあるがもう一度作れと言うのか。

豊島委員長【回答】

１つ前の意見にもどるが、私としては前回の野口副理事長から意見頂いた「ブログに頼りすぎ」に回答という形で、全メンバーが唯一発信できる場と言うことで作成させて頂いた。毎回取材に行くのは難しい。活動しているメンバーが言いたいことがあるのに言えないメンバーの為に作成させて頂いた。

鈴木本部長【意見】

機会を提供するのは良いが、今まで募集もお願いもしているのに出来ていない、どうやって行くかの回答には成っていない。
三浦副理事長【意見】

主務員の件だが、入会１ヶ月の一條君で良いのか、ＪＣの見て頂きたい部分もまだわからないのではないか、今からアジア中が注目するＬＯＭになってアクセスが多くなってくる。入ってまだ間もない新入会員に与える任務としては難しいのではないか。

船橋理事長【コメント】

２つの物を１つにするのは、一方を関係から切ると言うことになる、両方大変お世話になった先輩ですのでしこりの無いようお願い致します。

協議―１０　１月定時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】
協議―１１　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】
協議―１２　２０１１年度山形ＪＣスローガン募集（案）に関する件　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】

鈴木本部長【意見】

次年度総務委員会で最初に募集した途中経過で、来年を占うようですごいと思う、この中の他にも良いものが出てくればと思う。

高野部会長【意見】

必ず出すように部会にも呼び掛けたい。

矢口部会長【意見】

私もまだ出してないが、部会の方にも周知徹底し声掛けさせて頂く。

協議―１３　２月連絡調整例会開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】

鈴木本部長【意見】

イメージがわかない。時間配分について、メンバー数も違う、事業の月も違う中でもっと使いたい委員会があるはずである。各委員会にヒアリングして頂きたい。
三浦副理事長【意見】

委員会に、事業の内容を説明する際メンバーに目的を説明して頂きたい。時間を自由にお使いくださいだけでは無く、目的を書いて頂きたい、連携を図る、一致団結などいろいろな目的があるはずである。何のための例会か目的を書いて頂きたい。

中村本部長【意見】

やはりイメージがわかない、注意の所でプロジェクターは使わないとかビジュアルの所でいつもやっている委員会報告なのかと思う。聞き手も仕掛けがあったほうが良いと思う。会議後、懇親会があるが懇親会も含めての例会となっているので懇親会の中身も書いて頂きたい。

金子室長【意見】

全体のグループ会議の後に懇親会をするようなイメージだが、当グループは会員交流委員会を持つグループとして、メンバーだけの例会を「みんながんばっべ」と盛り上げて頂きたい。中村委員長も全面的に協力するので頑張って頂きたい。

船橋理事長【コメント】

初めての試みで、「我々の事業とは何だ」と今までの委員会報告は時間のない中で行ってきた。足りないところは合同グループ会議でやっているがメンバーが集まらない、伝わらない、と言うのをしっかり時間を作ってしっかり共有していこうと言うのが趣旨だが、本当に時間を使いたい委員会があったり面白くする所があったりと難しいが一時間半を有意義に使ってやって頂きたい。懇親会は９時で終わって頂きたい。

協議―１４　２０１１年度外部団体出向（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

協議―１５　２０１１年度出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

鈴木本部長【意見】

出向の心得として、ＬＯＭでは出席できる時だけ来る、個人としては「手間の掛る人」で終わるが出向ではＬＯＭとして見られる、今年度出向の竹田ひろみさんは法事の関係で１回休んだだけである。出欠のメールも来なかったら電話をしなければならない、そんな「手間の掛る人」にはなってほしくない。毎月１回例会があるＬＯＭの感覚とはまた違うが、出て当たり前、ご理解を頂きたい。

協議―１６　２０１１年度理事会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

協議―１７　２０１１年度例会日程（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

前回からの変更点なし

協議―１８　２０１１年度理事会日程（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

前回からの変更点なし

協議―１９　その他

削除

１７．報告依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山事務局長

報告―０１　各種大会・対外行事への参加促進と登録について　　　　　　　　　　　広報渉外委員会

豊島委員長【上程】

報告―０２　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【報告】

報告―０３　その他

１８．次回開催

２０１１年度第５回役員予定者会議

２０１０年１１月２９日（月）１８：３０～

弘栄設備工業㈱研究室２Ｆ

１９．監事講評

高橋監事

皆さま長時間に渡る協議お疲れ様でございます。個人的にはやっと役員予定者会議になって来たのかと思います。次回からはもっと早く終わればと個人的には思ったのですが私の方から１点だけ、議案の精度の件ですが、前回もお話しさせて頂いたのですが、前回に比べれば充実してきたと思いますが、まだフォントの不揃いや意見と対応の所や記載の所がまちまちだったり記載なっていなかったりと見受けられました。とにかく議案の方は言ったように上程の前に冷静になって見直せばすぐに目に着く所ばかりだと思います。その辺は、委員長さん方で上程前に再度確認して頂いて訂正をして頂きたいと思います。あと理事会では申さなかったのですが、議案の中に昨年の委員会の名前が残っている議案もありましたのでそこら辺を再度確認して頂きたいと思います。私の方からは以上でございます。お疲れ様でした。

鈴木監事

皆さま長時間に渡りお疲れ様でございました。奥山専務のハンドリングを持ってしても２回の時間延長と言うことで皆さまにお願いです。常任理事会なども上手に活用頂ければと思います。本来常任で上げて頂ければ今日上げて頂かなくても良いご意見もあったはずでございます。しっかり常任理事会も活用頂いて精度の高い議案を上程頂ければと思います。必要最低限、前回理事会での意見の対応、常任理事会でのご意見でしたらそれの対応、そういったことが抜けている議案も見受けられますし、財政局で頂いたコメントについて今回また同じコメントが出ている。そう言ったことの無いよう委員長さま方にお願いをしたいと思います。何はともあれ委員会に戻って頂きまして、主務員の皆さん委員長の皆さんを中心にして頂いて委員会の皆さんとしっかりと意見を交わして頂いて、理事会では委員長の言葉としてしっかりと次回の場で発言できるようにお願いしたいと思います。次回期待しております。お疲れ様でした。

齋藤監事

長時間に渡りお疲れ様です。第４回予定者会議と言うことで２回の動議と、非常に議論も出て活動的には良かったのですが時間も時間なもので１つだけ皆さまにお願いがございます。最近皆さま全力疾走をしたことありますでしょうか。よく親子運動会で全力疾走した父兄さんが転倒する場面なんか見ますが、自分がイメージしている全力の姿と、本当の体が動いている全力の姿とギャップを生じて転んでしまう。これを私生活やＪＣ活動に置き換えてみると、「これ位なら全力出せばやれるよ」と勘違いする時がございます。予定者と言う段階はまだ失敗が許される段階でもございます。これが１１年度スタートしてしまえば「頑張りましたけど出来ませんでした。」とか「失敗しました。」では済まされないことになります。この予定者の期間だからこそ、自分の出来る限りの無理をして全力でやって頂ければと思います。それで評価して貰えたことが今の自分の全力なのだと思います。それをわかって頂いて１１年度のスタートに向けて残り少ない時間を共に切磋琢磨して行ければと思います。是非これが俺の最高の姿だと言うのを１度やって下さるようお願い致しまして監事講評とさせて頂きます。お疲れ様でございました。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
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